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清水建美＊：針葉樹の分類・地理，とくに２，３の
亜高山生の属についてその１

TatemiSHIMIzu＊：TaxonomyandPhytogeographyoftheConifers，

withSpecialReferencetoSomeSubalpineGenera(1)

AbstractSomerepresentativeconifersarediscussedinthisandthefollowingarticlefrom

theviewpointoftaxonomyandphytogeography・Inthispaper，shortphytogeographical

notesonalleightconiferousfamiliesaregiven,fiveofwhichhavesubalpinespecies・Then，

thedistributionpattemsoｆｔｈｅｇｅｎｕｓＬａ趣and71sz《gzzwereexaminedwithreferenceof

distributionmaps，Inbothgenera，thedistributionoftheprimitivegroups，Ｌα戒sect．

〃脚"isg施睦ａｎｄ盃z4gzzsect・雄｡P〃ｃｅｏｒｓｅｃｔ､H2SPemP“Ｃｅ,isrestrictedinEastAsiaand

thePacificsideofNorthAmerica;whilewhereas,thedistributionoftheadvancedspecies，

e､g、ＬαγｆｘｓめかたαａｎｄＴｓｚ４ｇａわがc加α，ismoreextensive，

ＫｅｙＷｏｒｄｓ：Conifers,Ｌα砥Phytogeography,Subalpineconifers，７１sz4gzz

1．針葉樹の範囲

針葉樹の範囲については人によって見解の相異があるが，マツ科Pinaceae･･ヒノキ科Cupressaceae･マ

キ科Podocarpaceae･イヌガヤ科Cephalotaxaceae･ナンヨウスギ科Araucariaceaeの５科を入れること

には異論はない｡見解の相異は,イチョウ科Ginkgoaceaeやイチイ科Taxaceaeの処置やヒノキ科とスギ

科Taxodiaceaeの合一の可否やスギ科とコウヤマキ科Sciadopityaceaeの分離・独立の可否などにある。

たとえば，ヒノキ科もスギ科も染色体数2,＝22(ただし，フクケンヒパＦｂﾙ獅地は，２，＝24)であり，ヒ

ノキフラポンをもつことから両者を合一し，コウヤマキ科は２，＝２０でヒノキフラポンをもたないことか

らスギ科から分離・独立させる考え方がある。こ〉では，前記の５科のほかイチイ科を入れ，スギ科・コ

ウヤマキ科をそれぞれ独立させ，８科を針葉樹類Coniferopsidaとする。この考え方は，ScHMIDT-VoGT

(1977)や前川(1983)に最も近い。そうすると，世界の針葉樹は，ほ愛57属570種になる。日本産の針葉樹は，

7科１６属37種，うち固有科は１（コウヤマキ科)，固有属は２（コウヤマキ属･アスナロ属)，固有種は２０

である。種の固有率は52.6％ほどであり，被子植物の36.8％に比べて相当高い（清水，1988)。

2．針葉樹の分布

針葉樹の分布域は，ほとんど全世界に及ぶ。針葉樹を欠く主な地域は，南アメリカ中部，オーストラリ

ア中・西部，インド中・南部，アフリカ西部などである。

マツ科PinaceaelO属222種。分布は北半球･連続型で，ユーラシア・北アメリカほ）ず全域に分布する。

東南アジア島喚部で最も南下し，マレー半島を経て，スマトラ・ジャワ･ボルネオに及ぶ｡セレベスやニュー

ギニアには欠く。染色体数２，＝24,トガサワラ属Fbez4dofs昭α，ギンサン属ＱｚﾉﾙのICZは２６，イヌカラマツ

属ノlse"dりAz砥は２２．

コウヤマキ科Sciadopityaceael属１種。日本固有。本州（福島県）から九州まで不連続に分布する。

染色体数２，＝20．

スギ科Taxodiaceae9属１６種。分布は両半球・不連続型で，スギ亜科の３属が東アジア，ヌマスギ亜

科の５属が北アメリカおよび中国に分布するほか，タスマニアにスギ亜科のタスマニアスギＡ肋ｍｆａｘｉｓｌ

属がある。染色体数２，＝22,セコイア艶9脚oねは２，＝66。
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表１亜高山生の種をもつ針葉樹の属

ヒノキ科Cupressaceae20属129種。分布は両半球型で，ヒノキ亜科・クロペ亜科・ネズ亜科は北半球

に，カリトリス亜科は南半球に両極分布し，アフリカ東部で最も南下し，ニューギニアで最も北上する。

染色体数2,＝22,フクケンヒパ属Ｆｂ雄"地は24,カリトリス亜科の多くは未知。

ナンヨウスギ科Araucariaceae2属30種。分布は南半球･不連続型で，ニュージーランド北島・オース

トラリア北東部・ブラジル・チリーに隔離分布し，東南アジア島唄部で最も北上し，ニューギニア・セレ

ベス・スマトラからミンダナオ島・マレー半島に及ぶ。染色体数2,＝26・

マキ科Podocarpaceae7属140種。分布は両半球･不連続型で，マキ亜科は両半球に，フェロスフェラ

亜科はオーストラリア（ニューサウスウェールズ･タスマニア)，エダハマキ亜科はフィリピン･ボルネオ・

モルッカ諸島・タスマニア・ニュージーランドにそれぞれ不連続に分布し，日本列島で最も北上する。染

色体数はイヌマキ属Ｐｂｄｂ“ゆz4sは２，＝３８(24,29,40)，他は未知。

イヌガヤ科Cephalotaxaceael属５種。日本列島から東ヒマラヤに連続分布。染色体数2,＝24．

イチイ科Taxaceae5属２４種。分布は，北半球･連続型で，ユーラシア中部および北アメリカ中部に連

続的に分布するが，東南アジア島喚部には台湾・フィリピン・セレペスにタイワンイチイ（セレベスイチ

イ）があり，ニューカレドニアに飛んで，ナンヨウイチイＡ〃s"jfzxz4sを産する。染色体数はイチイ亜科は

2,＝24,カヤ亜科は２，＝22,ウラジロイチイ亜科は未知。

以上の８科のうち，亜高山生の種をもつ科。亜科・属および分布域は表１の通りである。日本産の属は

和名で，他は学名で示す。これによると，亜高山生の種をもつ属は，５７属のうち１８属ほどになるが，単型

属を除けば，全種が亜高山生であるのはカラマツ属ぐらいであり，トガサワラ属は１種だけ，ｃ”花ssz4sは

中国の数種と中米の１種のみ，ヒノキ属はサワラおよび北米西部産の１種のみ，Li6oced河鱈はニュージー

ランド産の１種だけが亜高山生であり，大部分は丘陵帯の種である。ここでは，カラマツ属をはじめ比較

的多くの亜高山生の種を含むツガ・トウヒ・モミ・マツ各属について植物地理学的概説を試みたい。掲載

する分布図は，FLoRIN(1963),LITTLE(1971)，堀田(1974)，中国植物志第７巻(1978)，中華人民共和国植被

図(1982)，杉本(1987)などを参照して作成した。
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3．カラマツ属』Z,a｣'?ｉｒＭ皿L・

前述のように，カラマツ属には１５種ほどがあるが，すべてが北半球の亜高山帯を本拠とする。本属の分

類は，主として球果の大きさ，芭鱗あるいは果鱗の数，琶鱗と果鱗の相対長，両鱗片の先端あるいは縁辺

の反曲の度合など，球果の形質によって行われ，ｊＭ"雌eγjZzZgs節およびＬαγwb『節に大別される。いま，球

果が大きくて鱗片数が多く，琶鱗が果鱗より長くその先が反曲し，果鱗のふちがそり返える形質を祖先形

質，それらに相対する形質を派生形質とみなすと，〃〃"たeγねjgs節は原始的,Ｚ,"癒節は進化した群とみる

ことができる。なかでも，ヒマラヤ産のｚ,.97'が肋”"αは最も原始的な種，北米北部に広分布するＬ・

”ｆｃ伽αは最も進化した種とみることができる。これら２節あるいは小群の特徴と所属する種および分布

域は次の通りである。

Sect.〃zf"だg血/gsPATscHKE-球果は長さ2.5～11ｃｍ，鱗片は35～100個，琶鱗は種鱗より長い

A・琶鱗は先が反曲する

Ｌ､９?城ﾉﾙわれα一ネパール・シッキム・ブータン・チベット南部および東部

Ｌ､ｓﾒ)“"sα－チベット東南部，雲南西北部，ミャンマー北部

Ｌ､”2“花滝ｍ７ｚａ－四川北西部

Ｌ､０“”e”iin雄一ロッキー北部・カスケード北部

Ｌ・jIyα""一ロッキー北部・カスケード北部

B、琶鱗は直立し，反曲しない

Ｚ,,ル"zα/”cα－チベット南部

Ｌ､’0/α邦加"－チベット東南部・雲南西北部・四川西南部および西北部，甘熊東南部

Ｌ､ｃﾉz伽"zsjs-秦嶺

Sect.Ｌα?な（＝Sect,Ｈｆ〃cisg”/gsPATscHKE)－球果は長さ１～4ｃｍ，鱗片は１０～50個，芭鱗は種鱗より

短い

Ａ・種鱗のふちはそり返える

Ｌ・ル“?〃峡河一日本

B・種鱗のふちはそり返えらない

Ｌ・”Ｃｆ伽ｊα－ヨーロッパアルプス・カルパチア西部

Ｌ,j，河c幼jS-?'z”γ“〃ガー山西。河北西部

Ｌ､olIgg"sjS-朝鮮北部，中国東北部，沿海州

Ｌ､ｇ'”ｇＩ伽ijー中国東北部・沿海州・サハリン・南千島。カムチャッカ

Ｌ､ｓ必滅“一天山東部・アルタイ山・モンゴル・シベリア
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図１カラマツ属〃"雌g7jZzIgs節（○）およびＬα?な節（黒塗り部分と④）の分布
▲は第三紀化石
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Ｌ・〃流c"α－アラスカ・北米北部

次に，上記の情報に基づいて，〃呪"ise”んs節およびＬα祇節の分布図を作成した（図ｌ)。カラマツ属

の最古の化石はヨーロッパの中新世からのものであり，しかも，第三紀には他地域からは化石はみつかっ

ていない（FLoRIN1963)。この最古の化石がどちらの節に属するのかははっきりしないが，ひとまず，分

布図に書き加えた。そうすると，この化石の記録はともかく両節の分布図は全く重なることなく，古型と

みられる〃""ise7戎z/２Ｓ節はアジアではヒマラヤから中国の秦嶺山脈に至る高地に飛石状に分布し，北アメ

リカではカスケードおよびロッキーに限定され,それぞれ不連続分布をするのに対し，Ｌα極節はその北部

にアジアではＬ､ｐガ"c秒fs-'wppγEch"iやＬ・ｏ４ｇＥ"s心を通してＬ､ｓ必/がαzの広大な分布域が広がり，北ア

メリカではカナダからアラスカに及ぶこれまた広大なＬ､血沈加αの分布域が展開する。Ｌ,ｓ迩成αといい

L､血がｃｉ刀αといい，最も進化した型とみられる両者が，両大陸の北部をほとんど独占していることは興味

深い。

従来，カラマツ属の第三紀化石がヨーロッパに局限されており，第四紀洪積世には日本をはじめ北半球

各地に化石を産することから，第三紀にはユーラシア西部に限定されていた本属植物は第四紀に北半球に

拡がり，東アジア北部と北アメリカ北西部で分化し，その後，氷期に日本をはじめ中国・ヒマラヤなどの

南の山地に遺存分化したとする見方がある(堀田，1974)。しかし，アジアでも北アメリカでもより古型の

種ほど南方に産するという事実は，この見方を支持しない。〃況雌g"ﾉｾs節の仲間が果して北方からの分

散によるものか，それとも遺存分断の結果現在の分布域をつくり上げたのか，昨今の歴史生物地理学と分

断生物地理学の論争に照らしても誠に興味あるところである。

4．ツガ属ZIFf4gヨCARR・

本属には１１種ほどがあるが，ユーラシアや北アメリカ北部に広布する現生の種がなく，また，ヨーロッ

パにも分布しないことが，カラマツ属とは著しく異った点である。生育地からみると丘陵帯から低山帯に

生える暖帯生の種と亜高山帯の針葉樹林のメンバーとなる種の両者がある。ツガ属の分類には，短枝の有

無，葉の配列のしかた，芭鱗と種鱗の相対長，種鱗の形に加え，花粉の気嚢の有無などの形質が用いられ，

雄opg"“節，H2sﾉｩgmpg7ｨ“節および公z‘gzz節にまず大別される。芭鱗が長く，花粉に気嚢があり，葉が

立体的に配列するものを祖先型，それらに相対する形質をもつものを子孫型とみなすと，雄｡'“Ｃｅ節や

雄”cmpez"２節は原始的，乃哩節が進化した群とみることができる。つまり，中国南部の暖帯林に生え

る、ﾉ0”gi6mc彫α虹が最も原始的な種ということになる。本種は，カラマツのように短枝と長枝を生じ，

琶鱗が露出し，種鱗の両側が袖状にはり出すといった他にはみられない特徴があるので，別属jvb的otsz《gzz

として扱われることもある。これら３節あるいは小群の特徴と所属する種および分布域は次の通りである。

Sect・雄｡P“ceKENG-長枝と短枝がある。葉は枝に立体的につき，両面に気孔線がある。球果は長さ２

～6ｃｍ，琶鱗の先は露出し，花粉に気嚢がある。

0．６０・120。’８げ’2げ６げ

Ｏ１００ｏ２０００３ｏＯＯ４００Ｏｘｍ

一 一△一

図２ツガ属雄opaｨＣｅ節（●）とHESpemp““（○）の分布▲は第三紀化石
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図３ツガ属乃z4gzz節の分布

Ｔ/０，zgi6'ｚｚｃｊｅａｊａ－貴州東北部，湖南南部，広東北部，広西東北部，福建南部。暖帯針葉，常緑広葉樹混

交林。

Sect.〃どSPe”ez4ceENGELM．－長枝だけある。葉は枝に立体的につき，断面はや〉４稜形ないし円形，表

裏両面に気孔線がある。球果は長さ３～6ｃｍ，芭鱗の先は露出せず，花粉に気嚢がある。

、’"gγ花"s地"α一アラスカ東南部～南カリフォルニア，プリティッシュ・コロンビアおよびアイダホ。

亜高山帯針葉樹林。

Sect・Tsz《gzz(＝〃たγ0'”cg(SPAcH)ScHNEID.）一長枝だけある。葉は扇平で裏面にのみ気孔線がある。球

果は長さ４ｃｍ未満，琶鱗の先は露出せず，花粉に気嚢がない。

Ａ・葉は枝に立体的につく。

菰“γ0伽jtz邦α一アパラチア。低山帯針葉・広葉混交林。

Ｂ，葉は枝に平面的につき，種鱗のふちはそり返える。

、”"0sα－ヒマラヤ，チベット南部，ネパール，シッキム，ブータン，云南西部・西北部，四川西南

部。亜高山帯針葉樹林。

Ｃ葉は枝に平面的につき，種鱗のふちはそり返えらない。

Ｔ／bγγES獅一云南西北部，四川西南部。低山帯～高山帯針葉樹林。

亜ｃｈ"e"s応var､ｃｈ加e"sis-貴州西北部，四川西部・東北部，甘廟南部，湖北西部，映西南部。低山帯

～亜高山針葉樹林。

ＴＣｈ"e"SiSvar、０６/o"giS9"α"α舷一四川西部・北部・東北部，甘粛南部，湖北西部。亜高山帯針葉樹

林。

戒ｃ版"eﾁzSisvar.、6脚Ｓｍ一湖北西部。低山帯。

mjSc"吹迦，Zgg"sjS（＝工ｃ〃"g”sisvar.fSc"gIbjtz"9Ｆ宛sfs）－云南東南部，広西北部，広東北部，湖南南

部，江西西部，福建西部，漸江西部，安徽南部。丘陵帯～低山帯針広混交林。

Ｔ/b”Csα”α－台湾。亜高山帯針葉樹林。

nsig60峨一日本（関東以西)。丘陵帯～低山帯針葉樹林。

ＴａｉＵｅ汚沈/虹－日本（本州・四国・九州)。低山帯～亜高山帯針葉樹林。

Ｔルe苑、pﾉりﾉﾉ"－アラスカ，カナダ太平洋岸，ロッキー北部。亜高山帯針葉樹林。

Ｔｃα〃α〔た７zsjS-北米東北部。低山帯針広混交林。

上記の分布情報に基き，３節の分布を図示したのが，図２，３である。ツガ属の化石は中部ヨーロッパお

よびアメリカ合衆国オレゴン州の暁新世のものが最も古いが，それ以降，第三紀には日本やシベリアを含

め広く化石が産出している（FLoRINl963)。このことは本属が少なくともユーラシアでは，第三紀に広く

分布していたが，現在までに分布図が縮小したことを示している。ただし，多くの種を産する中国からの

化石の記録はない。これらの化石がどの節に属するものかは明らかでないが，ひとまず，それらの産出記



3０ 植生史研究 第６号

録を図に書き加えた。

ところで，現生の種の分布をみる限り，原始的とみられるHbope"Ce節およびH2speγひp”Ｃｅ節は，カラ

マツ属同様，中国山地および北アメリカ太平洋岸に残存する。Z1sz4gzz節の中ではより原始的な形質を備え

た、Ｃａｍ""”sisは北米東部に分布しているし，五．"〃oszzはカラマツ属のＬ・ノoﾌ29め7zzc"α”と似か

よった分布型を示す。一方，カラマツ属と異って，北方に分布図を拡げた種はないが，球果が長さ２ｃｍ未

満の最も小さい球果をもち，したがって，最も進化したとみられる、ｃα"α此れseが北アメリカ東北部にか

なり広がっているのは，Ｌ・〃だc伽αの分布を思い起させる。

ツガ属の分布型は，化石の産地を含めて考えるとブナ属のそれに酷似し，ヨーロッパ中南部･東アジア・

北米両岸である。ブナ属が北半球の暖温帯で分化したとする考え（堀田，1974）に従えば，ツガ属もまた

北半球温帯に起源し，北上したとみることができる。少くとも，日本の亜高山帯に入った７１sz4gzz-コメツ

ガーは，ツガとともに中国中・南部産の五ｃｈ加c"sis群に最も近く，北方起源ではない。
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書評：先史モンゴロイド集団の拡散地域の古環境データベースー文献情報資料集(1)，(2)，（３）

平成２年度文部省科学研究費補助金（重点領域研究：先史モンゴロイド）先史モンゴロイド集団の拡散

地域の自然環境（第四紀学）班の研究成果報告書として次の３冊が本年９月に刊行された。いずれも非売

品であるが，編者に相談されれば入手が可能なものもあるかも知れない。文献情報資料集(2)は植生史研究

に直接関係するもので,原則として報告書を除く137件の文献が盛り込まれている。この文献集には要旨・

主要な図表が集成されており，著者名のＡＢＣ順に配列されている。日本の最終間氷期以降のかなりの文献

を盛り込んだ植生史文献集としては初めてのものである。

（１）小時尚・杉原重夫・叶内敦子編.東日本における最終氷期以降の古環境に関する文献.８１PP．

(2)辻誠一郎編．最終間氷期以降の植生史文献：日本列島．327pp．

(3)河村善也編．日本列島の最終間氷期以降の哨乳類に関するデータ集．l78pp．


